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１．【端末のバッテリーが溜まらない】【電池残量が少ない状態】と表示される

※バッテリー残量ゲージとは、画面右上にある下図のようなアイコンのことを示します。

車の電源をOFFし、シガー電源ケーブルがDAP端末側

（USBコネクタ）が奥まで挿入されているかを確認。もう一度

奥まで挿入してACCをON
バッテリー残量ゲージが溜まるようになった

様子見

バッテリー残量ゲージが溜まらない

2カメラ型端末のシガーライター電源ケーブルを車両のシガーソ

ケットまたはアクセサリーソケットに直接挿入しているか確認

分配器や延長ケーブル等を取り外し、アクセサ

リーソケットに2カメラ型シガーライター電源ケーブ

ルを直接挿入して再確認

分岐ソケットや延長ケーブ

ルを経由して接続している

【注意！】分岐ソケットや延長ケーブルを経由した接続の場合、十分な電流が得られない場合があります。

専門業者に、必要電力が供給可能な箇所から

配線しているかチェックいただくことを検討ください。

端末の最大消費電流は最大2.1A

使用電圧はDC4.75～5.45Vです。

内部配線

直接挿入している

外気温の確認

（バッテリーは高温、低温では溜まり辛い事があります）

高温：約３０℃以上

低温：約  ５℃以下

直近の乗車時間の確認

・短時間：60分以内

・長時間：60分以上

短時間乗車

長時間乗車

高温/低温だった 車室内が高温の際は冷房で冷やし、低温の際は暖房で温め

てからバッテリー残量ゲージが溜まるかを確認

長時間乗車してもバッテリー残量ゲージが溜まらない

温度を変化させてしばらく経っても溜まらない暑くもなく

寒くもない

バッテリー残量ゲージが溜まらない

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-

009-522)までお問合せいただき、状況をお申し出ください。

・端末本体の故障の可能性

・電源ケーブルの故障の可能性

などを確認させていただきます。

バッテリー残量ゲージが溜まるようになった

様子見

様子見

バッテリー残量ゲージが溜まるようになった 車両のシガーソケット、またはアクセサリーソケットにシガーライター

電源ケーブルを直接挿入する配線を検討ください

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-

009-522)までお問合せいただき、状況をお申し出ください。

・端末本体の故障の可能性

・電源ケーブルの故障の可能性

などを確認させていただきます。

必要な電流を供給できている

車両のシガーソケット、またはアクセサリーソケットにシガーライター

電源ケーブルを直接挿入する配線を検討ください

必要な電流を供給できていない

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-

009-522)までお問合せいただき、状況をお申し出ください。

・端末本体の故障の可能性

・電源ケーブルの故障の可能性

などを確認させていただきます。

長時間乗車していただく

（空の状態から満充電になるまで最短120分程要します）

【注意！】

内部配線など特殊な取り付けは、必要な電流を確保できるかご確認の上でお客様の

判断・責任のもとで行ってください。取付直後は電源が入っても、正常に給電がされないと

数日後に電源が入らなくなる場合がありますのでご注意ください。

【注意！】低温時、充電を開始するまで約10分かかることがあります。

ＳＴＡＲＴ

バッテリー残量ゲージが溜まるようになった



端末に付属のmicroSDカードを使用している
付属のmicroSDではない 端末に付属のmicroSDカードと交換

（microSDカード交換手順へ）

【注意！】

32GB以上のmicroSDHCカードまたはmicroSDXCカードに対応していますが、全てのmicroSDカードの動作を保証するものではありません

様子見

（付属のmicroSDカードの使用をご検討ください）

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク

(0120-009-522)までお問合せいただき、状況をお

申し出ください。

・端末本体の故障の可能性

などを確認させていただきます。

症状改善せず

エラーが出なくなった

エラーが出なくなった

症状改善せず

ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-009-522)まで

お問合せいただき、状況をお申し出ください。SDカード

を交換します。

・端末右側面のSDカードの蓋が浮いていないか確認

エラーが出なくなった

症状改善せず

・エラー文言が表示された画面にて、端末右側面の電

源ボタンの4秒以上長押しして再起動

・電源OFF状態で正しい向きでmicroSDカードが

挿入されているか抜き差し確認

・エンジンOFF/ONで端末を再起動させエラーが

解消しているか確認

浮いている
蓋の浮きを戻して確認

エラーが出なくなった
様子見

変化無し浮いていない

付属のmicroSD

microSDカード交換手順 （抜き差しも同じ手順で行ってください）

１．端末の電源をオフにする

① 車両のエンジンを切ります

② 画面が消灯するまで待ちます

③ 端末右側面の電源ボタンを押して画面を表示します

④ 電源ボタンを4秒以上長押しします

⑤ 電源をオフにするか問われる画面が出ますので、 【はい】を選択します

※駐車中監視機能を開始する確認画面が表示された場合は、【いいえ】を選択してください

電源
ボタン

２．microSDカードを取り出す

① 端末右側面の挿入口のフタを下から上に開く

② 挿入されているmicroSDカードを指先で奥に押し込む

③ 「カチッ」と音がしたら

指先でmicroSDカードをつまんでまっすぐ取り出す

※microSDカードは1mm程度しか出てこないため、

 爪をたてても取り出せない場合はピンセット等をご利用ください

※microSDカードの端子部分には触れないでください

①

③

フタ

３．microSDカードを挿入する

① microSDカードを指先で「カチッ」と音がするまで

奥に押し込む

② 挿入口のフタを閉じる

※microSDカードの端子面が端末の画面側、

 切り欠きが下にある方向でまっすぐ奥まで挿入します

※microSDカードの端子部分には触れないでください

フタ

①

②

※microSDカードの交換作業は、必ず端末の電源をオフにした状態で行ってください

 スリープ状態や駐車中監視モードの状態でmicroSDカードの抜き差しを行うとデータが破損する場合があります

２．【microSD カードにエラーが発生しました】【microSD カードを検知できません】

【microSD カードへの読み込みに失敗しました】【microSD カードへの書き込みに失敗しました】と表示される

ＳＴＡＲＴ

様子見

端末に付属のmicroSDカードと交換

（microSDカード交換手順へ）
様子見



３．【microSDカードの空き容量が不足しています】と表示される

端末に付属のmicroSDカードを使用しているか確認
付属のmicroSDではない

付属のmicroSDを使用している
【注意！】

端末は32GB以上のmicroSDHCカードまたはmicroSDXCカードに対応していますが、全てのmicroSDカードの動作を保証するものではありません

microSDカード交換手順 （抜き差しも同じ手順で行ってください）

１．端末の電源をオフにする

① 車両のエンジンを切ります

② 画面が消灯するまで待ちます

③ 端末右側面の電源ボタンを押して画面を表示します

④ 電源ボタンを4秒以上長押しします

⑤ 電源をオフにするか問われる画面が出ますので、 【はい】を選択します

※駐車中監視機能を開始する確認画面が表示された場合は、【いいえ】を選択してください

電源
ボタン

２．microSDカードを取り出す

① 端末右側面の挿入口のフタを下から上に開く

② 挿入されているmicroSDカードを指先で奥に押し込む

③ 「カチッ」と音がしたら

指先でmicroSDカードをつまんでまっすぐ取り出す

※microSDカードは1mm程度しか出てこないため、

 爪をたてても取り出せない場合はピンセット等をご利用ください

※microSDカードの端子部分には触れないでください

①

③

フタ

３．microSDカードを挿入する

① microSDカードを指先で「カチッ」と音がするまで

奥に押し込む

② 挿入口のフタを閉じる

※microSDカードの端子面が端末の画面側、

 切り欠きが下にある方向でまっすぐ奥まで挿入します

※microSDカードの端子部分には触れないでください

フタ

①

②

※microSDカードの交換作業は、必ず端末の電源をオフにした状態で行ってください

 スリープ状態や駐車中監視モードの状態でmicroSDカードの抜き差しを行うとデータが破損する場合があります

ロックされた映像の有無の確認

ロックされた映像がある

ロックされた映像が無い

microSDカードの中にドライブレコーダーが作成したフォルダ/ファイル以外を保存していない

かPCにて直接（PCアプリは使用しない）microSDを確認

ロック映像

時限ロック映像

確認出来ない

確認できる

端末にてロック解除、不要な映像を削除

①削除したい映像選択
②録画した映像の一時

停止中画面で を選択 ③「はい」を選択

【映像を個別に選択して削除する場合】 【すべての映像を一括して削除する場合】

①microSDカード

初期化選択 ②「はい」を選択

該当ファイルを削除、又はmicroSDカード初期化

◆ドライブレコーダーが作成した下記フォルダ/ファイル以外を確認

①microSDカード

 初期化選択

②「はい」を選択

※一括して削除する場合も端末にて初期化を推奨してください

※microSDカードのフォーマットを行うと、録画などの

 中身のデータは消失しますのでご注意ください

[フォルダ]

・10桁数字のフォルダ

・Broken

・Dat

・LOST.DIR

・Move

・Temp

[ファイル]

・contract_type.dat

・driveagent_personal_installer_2C.exe

[フォルダ]

・10桁数字のフォルダ

・Broken

・Dat

・LOST.DIR

・Move

・Temp

[ファイル]

・contract_type.dat

・driveagent_personal_installer_2C.exe

◆PCにSDカードを認識させる

端末に付属のmicroSDカードと交換

（microSDカード交換手順へ）

様子見

（付属のmicroSDカードの使用をご検討ください）

エラーが出なくなった

症状改善せず

症状改善せず

様子見

エラーが出なくなった

症状改善せず

様子見
エラーが出なくなった

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-

009-522)までお問合せいただき、状況をお申し出ください。

・端末本体の故障の可能性

などを確認させていただきます。

到着したmicroSDカードへ交換

（microSDカード交換手順へ）
様子見

エラーが出なくなった

症状改善せず

ドライブレコーダーヘルプデスクまでお問合せいただき、状況を

お申し出ください。SDカードを交換します。

ＳＴＡＲＴ



録画停止中やドライブレコーダー機能を利用できない

状態（端末起動直後、駐車中監視モード移行時

など）

緑点滅

スリープ状態中（駐車中監視中など） 消灯

端末の状態 LED表示

常時録画中 赤点灯

イベント録画中・駐車中監視モードで衝撃検知時の

録画中
橙点灯

2カメラ型端末のシガーライター電源ケーブルを

車両のシガーソケットまたはアクセサリーソケットに

直接挿入している

車両のシガーソケットまたはアクセサリーソケットにシガーライ

ター電源ケーブルを挿入して端末が起動するか再確認

分岐ソケットや延長ケーブルを経由して

接続している

【注意！】

分岐ソケットや延長ケーブルを経由した接続の場合、十分な電流が

得られない場合があります。

内部配線

端末のステータスLEDの表示確認へ
必要な電流を供給できることを確認

シガーライター電源ケーブルの給電インジケー

ターの点灯状態を確認

直接挿入している

端末のUSB電源端子から抜いた状態で再度シガーライター

電源ケーブルの給電インジケーターの点灯状態を確認

点灯していない

点灯している

電源プラグの端子および付近にほこりや金属物の付着があれ

ば取り除き、再度電源が入るか確認

点灯しない または 点滅する
シガーライター電源ケーブルの故障が考えられますのでシ

ガーライター電源ケーブルの交換をお願いします

端末のステータスLEDの表示確認

ステータス
LED

車両のエンジンを切り、端末右上のUSB電源端子のUSBコ

ネクタを抜き差しし、再度車両のエンジンONして起動するか

を確認（シガーライター電源ケーブルの給電インジケーターが

消灯した状態で抜き差し作業を行ってください）

起動後数十秒待っても
赤点灯しない

しっかり奥まで挿入されている 隙間があり、奥まで挿入されていない

エンジンONの状態で、

端末右側面の電源ボタンを

短く押して起動するかを確認
電源
ボタン

エンジンONの状態で、

電源ボタンを10秒以上

長押ししてリセットして
電源
ボタン

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-

009-522)までお問合せいただき、状況をお申し出ください。

・端末本体の故障の可能性

・電源ケーブルの故障の可能性

【注意！】

内部配線など特殊な取り付けは、必要な電流を確保できるかご確認の上でお客様の

判断・責任のもとで行ってください。取付直後は電源が入っても、正常に給電がされないと

数日後に電源が入らなくなる場合がありますのでご注意ください。

【注意！】USB電源コネクタが奥まで挿入されていないと、給電電圧が落ちて充電が行えない場合があります。

端末が起動しない

シガーライター電源ケーブルの給電インジケーター点灯確認へ

車両のシガーソケット、またはアクセサリーソケットにシガーライ

ター電源ケーブルを直接挿入する配線を検討ください

端末が起動する

付着物取り除いても改善なし

付着物なし

端末のステータスLEDの表示確認へ
改善なし

起動しない 起動しない 起動しない

必要な電流を供給できていない

車両のシガーソケット、またはアクセサリーソケットにシガーライター

電源ケーブルを直接挿入する配線を検討ください

様子見
電源が入るようになった

様子見
電源が入るようになった

専門業者に、必要電力が供給可能な箇所から配線してい

るかチェックいただくことを検討ください。

端末の最大消費電流は最大2.1A

使用電圧はDC4.75～5.45Vです。

端末右側面の電源ボタン短押し

端末右側面の電源ボタン長押し

RECアイコン（下記画像④）に斜線が入ってないか確認

前回電源OFF時や駐車中に車内が高温になっていたか

ボタン短押しはバッテリー駆動であるため、再度ACC-OFF/ONすることで正常起動し

ます。また、サンシェードの設置や駐車位置を日陰にする等、車内を高温としない駐車

方法をご検討ください。

なっていた

起動する

起動しない

入っている 給電が正しくできていない可能性あり。

シガーライター電源ケーブルの挿入状態確認へ

入っていない

電源入らないは複数回か１～2回か

１～2回
様子見

ACC-ONを稀に検知できない事がある為、その場合は電源ボタン短押しで起動ください

なっていない

正常起動

改善しない

【注意！】

端末本体が高温になっている時は製品保護のため、車の電源をONにした際でも端末が起動しない場合があります。車室内および端末本体の温度が下がってから再度車の電源をON⇒端末が起動するかお試しください。

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-

009-522)までお問合せいただき、状況をお申し出ください。

・端末本体の故障の可能性

などを確認させていただきます。

複数回

４．【端末の電源が入らない（起動しない）】

ＳＴＡＲＴ



車両を水平で平らな場所に移動

”端末取付設定”にて正しい値を選択しているか確認

（取扱説明書「各種設定・データアップデート」→「各種設定の確認・変更」→「地面から端末中心までの高さを確認・変更する」 参照にて作業）

一つの項目でも誤った数値及び設定値不明
正しい値の再選択/設定をご案内

過検知が改善したか確認

三つの項目が全て

正しく設定されている

改善しない

改善した

様子見
改善した

改善しない

ダッシュボード上に物が置かれていないか

確認

置かれている物を撤去

※置かれている物がフロントガラスに映り込み誤動作を

引き起こす場合がある

置かれている

置かれていない 症状に変化無し

・車両の幅設定

車検証を参考に車幅を入力してください。

10cm刻みなので車検証の車幅が175cmと記

載の際は170cmに設定等

三つの項目が全て正確に設定されている事が重要

端末固定ネジの緩みによる端末のぐらつ

きがないか確認

端末固定ネジの増し締めをご案内

ぐらつきがある

ぐらついてない

ぐらついている

・フロントガラスの中心から端末の中心までの距離

改善した

様子見

改善した

以下青塗内項目は水平で平な場所にて作業をお願いします。

様子見

改善した

改善しない
ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-009-522)まで

お問合せいただき、状況をお申し出ください。端末を交

換します。

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-009-522)までお問合せい

ただき、状況をお申し出ください。

・端末本体の故障の可能性

などを確認させていただきます。

ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-009-522)まで

お問合せいただき、状況をお申し出ください。台座（取

付キット）を交換します。

前方カメラの向きがセンターラインと平行に調整されているか、端末が地面と水平となるように調整されているか確認

（取扱説明書 「端末取り付け・付け替え」→「端末を取り付ける」→「チュートリアル」→「端末の取付」参照にて作業）

・端末が地面と水平となるように左右の角度を合わせる

地面と水平になっているかを確認する

⇐地面と仮定

注：作業自体は坂とかではなく平な場所で実施してください

・前方カメラの向きとセンターラインが

平行となるよう角度を合わせる

平行

５．【片寄り警告機能が過検知する】

◆対象端末画面

ＳＴＡＲＴ

様子見
改善した

改善しない

改善しない

取扱説明書 「各種設定・データアップデート」→「各種設定の確認・変更」

→「カメラ画像のライン自動設定を手動で設定する」 を参照頂き、”線の

位置自動設定”にてOFFを選択し、各ラインを手動設定する

・地面から端末設置場所までの高さ

様子見

ぐらついてない



端末が地面と水平となるように調整されているか確認

（取扱説明書 「端末取り付け・付け替え」→「端末を取り付ける」→「チュートリアル」→「端末の取付」参照にて作業）

過検知が改善したか確認

改善した

様子見

改善しない

◆端末が地面と水平となるように左右の角度を合わせる

端末固定ネジの緩みによる端末のぐらつきがないか

端末固定ネジの増し締め

ぐらつきがある

ぐらついてない

ぐらつきがある

地面と水平になっているかを確認する

※調整後、画面中央の十字ラインが画面の縦(青)と

 横(緑)の帯からはみ出していないことを確認する

注：端末の向きを正しい位置に直すことで、かえって急アクセル、急ブレーキの警告が続く場合があります

⇐地面と仮定

緩みも無く

ぐらついてない

注：作業自体は坂とかではなく平な場所で実施してください

様子見
改善した改善しない

以下青塗内項目は水平で平らな場所にて作業をお願いします。

ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-009-522)

までお問合せいただき、状況をお申し出ください。

端末を交換します。

ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-009-522)

までお問合せいただき、状況をお申し出ください。

台座（取付キット）を交換します。

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク(0120-

009-522)までお問合せいただき、状況をお申し出ください。

・端末本体の故障の可能性

などを確認させていただきます。

様子見
改善した

車両を水平で平らな場所に移動

６．【急アクセル 急ブレーキ 急ハンドル警告が頻繁に鳴る】

◆対象端末画面

ＳＴＡＲＴ

様子見

改善した

改善しない

改善しない



「保険契約情報を～」の表示が出てから一度電源

をOFFし、30分以上経過後に再度電源ONしてい

るか確認

一度OFFにしてから30分以上経過してから電源

ON

ONしていない or ONしたが30分未満

ONした
症状に変化無し

DAP特約の特約契約期間内で利用しているか

期間内である

特約契約期間外での利用はできません

期間内でない

改善しない場合は、ドライブレコーダーヘルプデスク

(0120-009-522)までお問合せいただき、状況を

お申し出ください。

・証券番号

・現在利用中の端末IMEI番号

などを確認させていただきます。

様子見

エラーが出なくなった

７．【保険契約情報を確認できない】と表示される

ＳＴＡＲＴ


